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東北農政局西奥羽土地改良調査管理事務所最上川支所交渉

（全農林労働組合山形分会）

議 事 要 旨

１ 開催日時：令和 2年 12月 17日（木） １８：０５～１８：２５（20分）
２ 場 所：東北農政局西奥羽土地改良調査管理事務所最上川支所 会議室

３ 出席者

東北農政局西奥羽土地改良調査管理事務所最上川支所 加藤 雄誠 支所長

全農林労働組合山形分会 本石 俊明 執行委員長

同 齊藤 一昭 書記長

同 門脇 求彦 財政部長

４ 議 題：労働諸条件の改善について ほか

（全農林労働組合山形分会提出 別紙「要求書」のとおり）

５ 議事概要

（支所長）

それでは、本日の交渉に先立ち、国家公務員法第１０８条の５の規定に基づく予備交渉

の段階で取り決めた事項を報告します。

全農林労働組合山形分会から提出された要求事項が「農林水産省における新たな労使関

係の構築に関する基本方針」のⅡのⅠの（３）に定められた要件を満たし、交渉の対象と

する事項は、要求書の記のⅠの１のうち「ＩＣＴ等を活用した職場における厳格な勤務時

間管理を直ちに実施し、」を除く部分、Ⅰの２のうち「超過勤務の上限規制を完全に遵守す

るとともに、」及び「また、超過勤務手当については全額支給すること。」を除く部分、Ⅰ

の３、１の４のうち「及び相談員制度の機能化」を除く部分、Ⅰの５、６、Ⅰの７のうち「職

員に対し、障害者に対する理解を促進するための研修等を実施し、」を除く部分、Ⅰの８、Ⅱ、

Ⅲとし、その他の事項については管理運営事項等に該当することから、要望事項として接受す

ることで整理しました。

これを前提として、交渉を始めます。

（執行委員長）

本日は、お忙しい中、時間をいただきありがとうございます。

要求書については、職場実態点検を踏まえ、職員から吸い上げた声をもとにまとめたものです。

私たちの要求の中身について詳しく説明させていただきます。

（書記長）

要求書について説明します。

Ⅰの労働諸条件の改善についての、１の超勤については、人員削減により、一人にかかる業務

量が増大することにより超勤が増えてきています。業務に関することなので、当局からきちんと

超過勤務命令を出していただき、縮減を図っていただきたい。

２については、超過勤務縮減の方策を具体化して、実現していただきたい。

３については、超勤を上限いっぱいまで命じることができると誤った認識とならないよう、現

場管理者に徹底をしていただきたい。

４については、あらゆるハラスメントを職場から根絶していただきたい。また、実効ある防止
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策の徹底を図っていただきたい。

５については、人員削減が進んでいる中で、なかなか休暇を取得しずらい状況になってきてい

ます。業務を調整して年休を取得しやすい職場環境を作っていただきたい。

６については、職員の中には子供のために育児休暇を取得する方も、若い人を中心に出てくる

と思われますので、男性であっても、育児休暇を取得し夫婦共同で子供を育てるのが今の世の中

の流れ・常識になっていますので、女性にかかわらず男性の職員についても育児休暇を取得でき

る環境作りと、短時間勤務についても取得しやすい環境を作っていただきたい。

７については、国の職場で障害者雇用が遅れていると、報道された時期がありましたので、障

害者が働きやすい職場環境を構築していただきたい。

８については、管理者と職員のコミュニケーションをきちんととっていただき、明るく働きが

いのある風通しの良い職場を確立していただきたい。

Ⅱの福利厚生施策の充実については、心の病を持っている方が、昔と比べて増えてきていると

実感してます。そういう職員と、そこまでなっていない職員も含め、心の健康作りということで、

メンタルヘルス対策を充実していただき、何でも相談できる職場環境作りを管理職に率先して行

っていただきたい。

Ⅲの人事評価制度については、期首・期末面談が重要ですが、評価結果が、処遇に活用される

ことを十分当局が認識して、被評価者の職員に対しても、指導・助言を丁寧に行っていただき、

日常においても、そういった中身の説明などを含めて、コミュニケーションをきちんと取って、

進めていただきたい。

要求書については、以上です。

（支所長回答）

まずは、国家公務員をめぐる情勢、農林水産省、農林水産行政を取り巻く環境が大変厳

しい中、農林水産行政の推進に日々御尽力いただいていることについて感謝申し上げます。

要求事項のうち、先ほど確認した交渉対象事項に関するものについて、順次回答します。

まず、Ⅰの「労働諸条件の改善について」のうち超過勤務の縮減についてですが、職員

の健康管理、仕事と家庭の両立のためにも、長時間にわたる超過勤務を防止することは重

要であると認識しております。

また、限られた人員で必要な業務を行う必要性から、超過勤務は避けて通ることのでき

ない課題であると認識しております。

超過勤務の事前命令を徹底した上で、部下の業務遂行状況を把握し、業務の効率化、業

務分担の見直し等を行い、超過勤務の縮減、業務の平準化を図っております。

職員の皆様に対しても、計画を立て効率よく業務を進め、超過勤務を縮減できるように

お願いしているところです。

超過勤務上限の原則である月４５時間及び年３６０時間以内を目安とするのではなく、

超過勤務の縮減のため、今後も必要な措置を講じてまいります。

次に、セクシュアルハラスメント・パワ－ハラスメントについては、職場の人間関係、

円滑な業務遂行等、職場環境に大きな影響を与える問題と認識しております。

ハラスメント防止週間におけるポスタ－等の掲示のほか、所内研修を開催し、ハラスメ



- 3 -

ントに関する職員の認識を深め、その防止に努めているところです。

今後も、セクシュアルハラスメント等の防止策に取組、良好な職場環境の構築に努めて

まいります。

次に、年次休暇、夏季休暇の取得については、職員の健康保持、心身のリフレッシュ、

ひいては業務の効率化のためにも重要であると認識しております。

ゴ－ルデンウイ－ク、夏季休暇取得期間、年末年始には、所内の休暇予定を事前に取り

まとめることで、業務調整を行うなど、長期休暇を取得しやすい職場環境の整備に努めて

おります。

次に、ワ－クライフバランスの確保、育児休業等の取得については、仕事と家庭の両立

支援として有効な制度であると認識しております。

職員が育児休業等を取得しやすい環境となるよう、管理職と職員が日常的にコミュニケ

－ションをとる職場環境の確立に努めております。

次に、障害者雇用については、当事務所においても昨年から非常勤職員として１名採用

しており、障害者への配慮をするとともに障害の特性を理解し、環境を整備することは必

要と認識しております。

日々の勤務状況や体調の変化、職場環境など業務日誌を今後も記録し、また、定期的に

面談を実施しながら、よりよい環境づくりに努めてまいります。

次に、管理職と職員とのコミュニケーションを大切にし明るく働きがいのある職場の確

立については、日常的な指導・助言等、コミュニケーションを持つことは、所内の意識の

共有や業務改善につながるほか、職場の実情の把握について基礎的な手段として認識して

おります。

今後とも、日常のコミュニケーションを奨励し、何でも相談できる風通しの良い職場環

境の確立に努めてまいります。

次に、Ⅱの「福利厚生施策の充実について」は、職員の健康管理において重要であると

認識し、メンタルヘルスへの対策については、「農林水産省職員の心の健康づくりのための

指針」を基本として取り組んでいるところです。

内科医及び精神科医を健康管理医として委嘱し、職員からの健康相談に対応できる環境

を整えております。

また、職員の超過勤務の状況、休暇の取得状況を把握し、精神面を含めた職員の健康状

態に気を配るとともに、予防と早期発見に努めております。

最後に、Ⅲの「人事評価制度について」は、評価結果が人事・給与等の処遇に活用され

ることを認識した上で、期首・期末面談を丁寧に行うよう心がけ、業務目標等への助言・

指導を行い、職員の能力開発に繋がるように指導しているところです。

業務の打合せ等で職員と話す機会は多々ありますが、期首・期末面談は職員個々の業務

に対する取組について直接コミュニケ－ションを取る良い機会であると考えており、今後

も丁寧な対応に努めてまいります。

以上が、要求事項に対する回答でございます。

（執行委員長）

見解をいただきまして、ありがとうございます。
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（支所長）

以上で本日の交渉を終了します。






